
　
２
０
２
１
年
７
月
１
５
日
１
０

時
か
ら
、
も
の
つ
く
り
大
学
の
田

尻
要
教
授
に
よ
る
「
ま
ち
の
活
性

化
を
考
え
る
」
と
い
う
内
容
の
１

年
生
の
講
義
が
あ
っ
た
。
講
義
は

田
尻
先
生
の
自
己
紹
介
や
五
千
年

前
の
建
築
技
術
の
話
か
ら
始
ま
っ

た
。
そ
し
て
都
市
の
仕
組
み
、
住

民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
ま
で
の
興

味
深
い
実
践
的
な
内
容
の
説
明
に

よ
り
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た「
ま

ち
づ
く
り
」
や
「
ま
ち
の
活
性
化
」

の
重
要
性
を
学
ん
だ
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
は
ハ
ー
ド

的
な
技
術
（
都
市
を
開
発
す
る
こ

と
）
と
ソ
フ
ト
的
な
技
術
（
地
域

社
会
を
活
性
化
す
る
こ
と
）
の
二

つ
が
あ
り
、
特
に
ソ
フ
ト
的
な
技

術
が
大
事
。
日
本
で
は
、
東
照
宮

な
ど
の
歴
史
的
な
建
物
を
修
復
・

再
建
す
る
こ
と
で
古
典
的
な
技
術

を
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
し
て
き

た
。
東
照
宮
が
世
界
遺
産
に
な
っ

た
の
も
建
物
の
価
値
が
半
分
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
技
法
が
半
分
、
つ
ま

り
維
持
修
復
の
技
術
が
世
界
遺
産

に
な
っ
た
理
由
の
半
分
で
あ
る
。

　
「
ま
ち
の
活
性
化
」
と
は
住
ん

で
い
る
人
が
自
分
た
ち
の
ま
ち
の

こ
と
を
【
考
え
て
】【
話
し
合
い
】

【
行
動
し
て
い
る
】
こ
と
が
大
切

だ
。
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
若
い
人

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
住
民
参
加

が
重
要
で
、
一
定
の
学
習
・
調
査

期
間
の
後
、
住
民
か
ら
行
政
に
提

案
。
そ
し
て
住
民
・
行
政
・
大
学

の
三
者
で
「
協
働
」
し
な
が
ら
合

意
形
成
す
る
。
「
ま
ち
づ
く
り
」

は
「
ひ
と
づ
く
り
」
、
地
域
の
歴

史
・
文
化
・
習
慣
を
大
切
に
！

　
羽
生
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
前

身
は
行
田
の
長
野
ロ
ー
タ
リ
近
く

に
あ
っ
た
行
田
自
動
車
訓
練
所

だ
っ
た
と
い
う
。
か
つ
て
我
々
が

学
生
で
あ
っ
た
頃
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
の
真
っ
た
だ
中
、
自
動
車
教
習

所
は
大
混
雑
、
厳
し
い
環
境
の
中

で
や
っ
と
免
許
を
取
得
し
た
記
憶

を
お
持
ち
の
方
も
多
い
。
し
か
し

現
在
、
羽
生
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル

は
、
「
最
高
の
教
習
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
」
と
い
う
方
針
の
基
で
高
い

顧
客
満
足
度
を
追
求
し
て
い
る
。

【
高
齢
運
転
者
の
事
故
の
状
況
】

 
埼
玉
県
で
は
、
１
３
・
８
％
の

６
５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
が
４

８
・
８
％
の
交
通
死
亡
事
故
に

あ
っ
て
い
る
。
高
齢
者
は
、
加
害

者
よ
り
被
害
者
に
な
る
こ
と
が
多

い
。
ま
た
、
高
齢
者
が
原
因
の
事

故
は
自
転
車
運
転
時
と
自
動
車
運

転
時
の
事
故
が
あ
る
。
　
　
　
　

【
高
齢
運
転
者
の
事
故
】
死
亡
事

故
が
多
い
。
出
会
い
頭
の
事
故
が

多
い
。
同
時
操
作
の
失
敗
。
過
信

か
ら
の
う
っ
か
り
事
故
。
逆
走
事

故
な
ど
の
傾
向
が
あ
る
。
　
　
　

【
事
故
原
因
ー
身
体
機
能
低
下
】

●
視
力
の
低
下
、
こ
れ
に
は
、
速

度
を
落
と
し
、
長
時
間
運
転
を
避

け
る
。
●
視
力
低
下
に
は
、
静
止

視
力
と
動
体
視
力
が
あ
る
。
こ
れ

に
は
、
意
識
し
て
視
点
を
移
動
さ

せ
視
野
の
中
心
で
確
認
す
る
こ
と

が
必
要
。
●
夜
間
視
力
の
低
下
に

は
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
す
る
。

●
隠
れ
脳
梗
塞
が
あ
る
と
怒
り
っ

ぽ
く
な
り
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
多
用

が
発
生
す
る
。
●
聴
力
の
低
下
が

あ
る
と
後
方
、
外
部
の
音
が
聞
こ

え
な
く
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　

　
以
上
の
よ
う
に
、
交
通
事
故
の

原
因
か
ら
対
策
ま
で
約
１
時
間
。

後
半
は
、高
齢
者
講
習
の
仕
組
み
、

認
知
機
能
検
査
、
新
年
度
か
ら
の

法
律
の
変
更
な
ど
話
し
て
い
た
だ

い
た
。
受
講
者
の
皆
さ
ん
は
交
通

事
故
に
つ
い
て
再
認
識
さ
れ
た
様

子
だ
っ
た
。

　
パ
ソ
コ
ン
教
室
が
コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
に
な
り
、
水
出
広
報
部
員
が

行
田
市
民
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
開
き
方
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の

ビ
デ
オ
教
材
に
よ
る
投
稿
方
法
の

学
習
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
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五十幡社長の講演

田尻教授

羽
生
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
代
表
取
締
役
　
五
十
幡
和
彦
様

に
高
齢
者
の
交
通
安
全
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
。



　
当
日
、
子
ど
も
た
ち
は
入
学
式

開
始
前
の
時
間
に
既
に
集
合
し

て
、
最
初
の
課
題
と
し
て
黒
の
工

作
用
紙
で
「
角
帽
」
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
た
。

　
入
学
式
で
は
子
ど
も
大
学
ぎ
ょ

う
だ
の
学
長
（
も
の
つ
く
り
大
学

学
長
）
の
赤
松
明
氏
か
ら
入
学
生

や
保
護
者
へ
の
祝
辞
が
あ
っ
た
。

祝
辞
で
は
木
材
の
特
徴
と
利
用
の

話
か
ら
、
学
問
の
大
切
さ
に
つ
い

て
話
さ
れ
た
。

　
新
入
学
生
代
表
の
長
谷
川
さ
ん

か
ら
は
、
子
ど
も
大
学
に
対
す
る

期
待
と
「
し
っ
か
り
と
学
び
取
り

た
い
」
と
い
う
決
意
を
込
め
た
言

葉
が
発
表
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
記
念
写
真
撮
影
が
あ

り
、
頭
に
こ
の
日
作
成
し
た
ば
か

り
の
角
帽
を
載
せ
た
子
ど
も
た
ち

に
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
し
い
学

習
へ
の
期
待
と
緊
張
の
混
じ
っ
た

表
情
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
本
こ

ど
も
大
学
運
営
担
当
の
４
団
体
の

紹
介
も
行
わ
れ
た
。

　
休
憩
を
挟
ん
で
授
業
開
始
。
講

師
の
も
の
つ
く
り
大
学
大
垣
賀
津

雄
教
授
（
同
大
学
の
建
設
学
科
、

橋
梁
構
造
研
究
室
）
は
入
学
生
に

向
け
て
、
専
門
の
「
橋
」
に
関
す

る
質
問
。
質
問
に
積
極
的
に
回
答

す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
頼
も
し

い
。
先
生
は
文
房
具
等
の
ご
褒
美

を
用
意
、
頂
い
た
子
は
嬉
し
そ
う

だ
っ
た
。
続
い
て
実
習
の
課
題
は

ペ
ー
パ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス
ト

で
、
作
成
し
た
橋
の
強
度
が
優
れ

た
班
が
優
勝
し
た
。

　
私
た
ち
子
ど
も
支
援
部
は
「
ま

ち
づ
く
り
支
援
部
」
に
属
し
、
行

田
市
教
育
委
員
会
が
事
務
局
と

な
っ
て
運
営
す
る
『
子
ど
も
大
学

ぎ
ょ
う
だ
』
の
実
務
を
、
も
の
つ

く
り
大
学
・
子
育
て
ネ
ッ
ト
行
田

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
担
っ
て
い
ま

す
。

　
『
子
ど
も
大
学
ぎ
ょ
う
だ
』
は

子
ど
も
の
知
的
好
奇
心
を
刺
激
す

る
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
小
学
校
高
学
年

の
児
童
を
対
象
に
毎
年
夏
休
み
時

期
を
中
心
に
開
講
し
て
い
ま
す
。

も
の
つ
く
り
大
学
教
授
の
講
義
や

企
業
な
ど
の
出
前
講
座
な
ど
、
こ

こ
で
し
か
体
験
で
き
な
い
内
容
が

ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
昨
年
度

は
開
校
で
き
ず
、
今
年
度
も
全
６

回
の
講
義
の
う
ち
３
回
し
か
開
催

で
き
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
子
ど
も
大
学
開
校
理
念
に
共

感
し
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
を

胸
に
今
後
も
頑
張
っ
て
行
く
所
存

で
す
。
（
川
久
保
こ
ど
も
支
援
部

長
・
記
）
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編
集
後
記
　

　
コ
ロ
ナ
禍
に
も
よ
う
や
く
終
わ
り
の
気
配
が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。こ
の

ま
ま
、新
し
い
年
を
迎
え
、こ
れ
ま
で
と
同
様
に
穏
や
か
な
市
民
大
学
が
迎

え
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
　
小
堤
敏
正
　
　
茂
木
幸
蔵
　
田
口
　
修
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
出
み
よ
子
　
原
口
廣
之
　
本
間
一
郎

子ども大学入学式の様子 子ども支援部と理事長

ものつくり大学学長　赤松　明氏

令
和
３
年
７
月
１
０
日
（
土
）
の
午
前
中
に
、
も
の
つ
く
り
大

学
本
部
棟
３
階
研
修
室
に
て
令
和
３
年
度
子
ど
も
大
学
ぎ
ょ
う

だ
の
入
学
式
と
第
一
回
授
業
が
実
施
さ
れ
た
。


